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弁護 士  三   浦 徹

1 本件は、本件各規定が氏名に関する人格的利益を侵害すると同時に、

婚姻の妨げにもなっていること、及び、夫婦の氏に関する女性差別的な

意識・慣習の影響が問題 となっているところ、本件審理において、以下

の観点から、人証を実施するべきである。

2 まず、氏を変えたことによるアイデンティティの喪失、アイデンティ

ティの喪失を回避するために婚姻す ることを諦めざるを得ないことの

切実 さ、婚姻を諦めるとい う場合に生 じる、社会的に家族 として公証 さ

れないことによる不安感、程度感は、書面ではなく、直接本人を見て、

口頭で話を聞くことでこそ伝わるものであり、心証形成にも影響する。

また、これ らの内容は、原告 らの賠償請求における損害 (慰謝料)の

評価に関係するだけでなく、氏名に関する人格的利益が個人にとつて重

要な法的利益た りうるものであることや、婚姻するについての自律的意
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思決 定が制約 され てい るこ とを理解す る上で も重要 で ある。後者 との関

係 で は、いわゆる立法事実 に関連す る事項 ともい えるが、アイデ ンテ ィ

テ ィの喪失や 自律 的意 思決定 の阻害 に関す る立法事実 は、結局、個人 の

経験 の集積 で あるこ とか らすれ ば、個人 の経験 を直接 聞 くこ とが立法事

実 を適切 に認 定す る上 で も重要 である し、本訴訟 においては原告 らの当

事者 尋 間が唯― の証拠方法 で ある。

さ らに、女性差別 的 な意識 。慣習 も、個人 の経験 の集積 で あ り、その

存在 や 、婚姻す るか しないか、婚姻す る場合 に夫婦 の どち らが氏 を変更

す るかに関す る判断 に影響 を及 ぼ してい る程度感 を把握す る上では、個

人 の経験 を直接 聞 くこ とが立法事実 を適切 に認 定す る上 で も重要で ある

し、本訴訟 においては原告 らの当事者尋 問が唯― の証拠方法 である。

加 えて、本件 にお いて、被 告 は、本件各規 定 の立法 目的 について 「家

族 の一体感 の醸成 ない し確保 にある」 と主張 した り、本件各規定の合理

性 について 「夫婦それ ぞれ と等 しく同 じ氏 を称す る程 のつ なが りを持 つ

た存在 として嫡 出子 が意義づ け られてい る」 と主 張 してい る ところ、 こ

の「家族 の一体感」とは何 か、別 氏夫婦 の場合 には 当該「家族 の一体感 」

に支 障が生 じる とい うこ となのか、「同 じ氏 を称す る程 のつ なが り」とは

何 か な どの点 について、何 ら具体的 な書証 は提 出 され てい ない。 そ うす

る と、本件各規 定の立法 目的 の正 当性や 目的 と手段 の合理 的関連性 を検

討す る上では、事実婚又 は法律婚 の夫婦 の話 と して原告 らの経験 を直接

聞 くこ とが重要 であ るだ けで な く、実際 に別 氏夫婦 の下で育 った子 ども

の経 験 も直接 聞 くこ とが重要 で あ り、本訴訟 においては原告 ら及びその

子 の証人尋 間が唯― の証拠方 法 で ある。

3 以上 の観 点か ら、原告 らは、原告 らの 当事者 尋 問 を実施す ることに加

えて 、原告 らの子 につ いて証人尋 問を実施す るこ とを求 める。

以上
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